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令和 3 年度 ～ 3 年度 377 千円

歳出科目：02.01.06.18.50
千円

377 千円

市費
377 千円

国費

0 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

0 千円 ― ― ― 人
― ― 300 人

その他
0 千円

49 千円

令和３年度 単位

実績値 0 人
目標値 300 人
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必要性 有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

終了

計画策定後初年度のみの事業であるため終了とする。今後は、３か年実施計画の策定
や庁内及び市民による評価等、適正な進行管理を行い総合計画を推進していく。

Ｄ
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コロナの影響によりキックオフイベントは中止となったが、小中学生を対象に「未来のはん
だ」をテーマにポスターコンクールを実施し、１９８点の応募があった。入賞作品（８点）
を市報に掲載するとともに展示会を開催し、まちづくりに関するPRを行った。また、総合計
画の適正な進行管理を行うための新たな評価制度の策定に向けて、市民評価委員を選定し、
制度内容への意見を伺うとともに共有を図った。

得
ら
れ
た
成
果
と
実
績

値

成果指標

キックオフイベントの参加者

Ｃ

事業の
評価・課題

C

第７次総合計画のテーマである「チャレンジ」を市報を始め様々な場面で使用するこ
とで将来の都市像を意識し事業を展開することができた。また、小中学生を対象に
「未来のはんだ」をテーマにポスターコンクールを実施し、入賞作品を市報に掲載す
るとともに展示会を開催しPRをすることで、市民が未来のまちづくりについて考える
きっかけとなった。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 単位施策省略

予
算
見
積
書
で
活
用第７次総合計画の将来の都市像「人がまちを育み　まちが人を育む　『チャレンジあふれる

都市・はんだ』」の実現の向け、協働のパートナーである市民と目指すべき将来の姿と進む
べき方向を共有することが重要であるため。

財源内訳

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： 700

事業概要等

事業概要：

令和３年度からスタートする第７次総合計画について、本計画で示した目指す将
来の姿を市民と共有し、多様な主体と協働して推進するため、キックオフイベン
トとしてシンポジウムを実施します。併せて、SDGsの普及啓発のため、SDGsに先
進的に取り組む企業の事例紹介及びパネルディスカッションを実施します。ま
た、市民評価委員会による施策評価を行う。

事業目的：
令和３年度からスタートする第７次総合計画とSDGsの普及啓発活動及び総合計画
の適切な進行管理を行う。
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標
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目
（
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計
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に
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全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容：
第７次総合計画のキックオフイベントとして、シンポジウムを開催し、総合計画
とSDGsの普及啓発を行います。また、総合計画の適正な進行管理に向けた評価事
業の検討を行う。

問題点・
課題等：

本イベントに限らず、多くの市民に周知できるよう、様々な機会を通じて啓発等
を行う必要がある。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

半田市の総合計画をPRし、目指す姿を共有することで、市民を始めとした多様な主体と協働
でまちづくりを進めることができる。

目標値や目指すべき状態

キックオフイベントの参加者
実績値
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